                                              　　　　令和５年12月15日　
　地区まちづくり協議会会長　様
掛川市安全安心まちづくり推進協議会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長 　　平　野　　豊
令和５年度 ｢掛川市防犯リーダー育成講座｣ 受講者募集について

　日ごろ、地域の防犯活動について、御理解と御協力をいただき厚くお礼申し上げます。

　さて、犯罪を未然に防ぎ、安全で安心なまちづくりを推進するには、市民による自主的な防犯活動が不可欠です。そのため、当協議会では、地域での自主的な防犯活動の展開を図る上で、中心的な役割を担う人材を育成したいと考え「掛川市防犯リーダー育成講座」を毎年開催しています。

　ついては、各地域の防犯活動の担い手を育成するため、該当する関係者等、受講していただける方への御案内をお願い申し上げます。

　なお、申し込みは、別紙「受講申込書」に必要事項を記入の上、受講を希望する方が危機管理課へ直接提出いただくか、ＦＡＸまたはメールでお願いいたします。

記

　１　と　　き　　令和６年１月27日（土）、１月28日（日）【２日間】

　　　　　　　　　午前９時30分 ～ 午後３時30分予定（２日間とも）

　２　と こ ろ　　22世紀の丘公園「たまり～な」（掛川市満水1652）

　３　内　  容　　基礎的講座及びグループワーク

         　       【内容の例】 ①身近な犯罪（侵入盗、特殊詐欺、子どもの安全）について

                               ②地域防犯活動と防犯リーダーについて

　４　対　  象　　２日間とも参加できる方で、今後、地域の防犯リーダーとして防犯の普及活動に活躍いただける方

防犯リーダーのいない地区については、積極的な参加をお願いいたします。
　５　募集定員　　市全体で10名以内
　　　　　　　　　※ 10名を超えた場合は、防犯リーダー不在地区を優先します。

　６　申込期限　　令和６年１月12日（金）  

　７　そ の 他　　１）受講料は無料です。

      　　　　　　２）詳細は受講者へ直接お知らせします。

              　　３）過去15回開催し137人が受講。受講者の多くは地元地区の防犯リーダーとして、現在も御活躍されています。

                  ※ 修了時に、掛川市防犯リーダー登録証を交付します。


参考資料　　防犯リーダーの役割について
１　防犯リーダーの目的
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２　防犯活動の基本的視点
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３　防犯リーダーの役割
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４　防犯リーダーの活動
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〈別 紙〉
 令和５年度「掛川市防犯リーダー育成講座」受講申込書
	ふ り が な
氏　　　名
	

	
	

	生 年 月 日
	  昭和 ・ 平成　　　　年　　　月　　　日

	住　　　所
	 〒　　　－
　掛川市

	連　絡　先
	 自 宅（      　  ―                  ）
 携 帯（　　　―　 　　  ―           ）

	地区役職又は
所属団体名等
	


◇ 申込期限　　　令和６年１月12日（金）まで
◇ 申込様式ダウンロードURL（市ホームページ）
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/10934.html　　　　
◇
その他　　 　提供された個人情報は、掛川市防犯リーダーとしての活動範囲内で利用させていただきます。

◇ 申込先　　　下記の申込先URL又は二次元バーコードを読み取り回答いただくか、本申込書を直接提出、ＦＡＸのいずれかにて危機管理課市民安心係まで提出してください。
　　　　　　 【申込先ＵＲＬ　　　https://logoform.jp/form/r3tv/337032
【二次元バーコード】　
　　　　　　　　　　[image: image5.png]


　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　 ＜事務局＞  危機管理課　市民安心係【担当 名倉・村松】
                   　　ＴＥＬ：２１－１１３１　 　ＦＡＸ：２１－１１６８
　　　　　         　　e-mail　kotu-bosai@city.kakegawa.shizuoka.jp
事務局 ： 危機管理課　市民安心係


担　当 ： 名倉、村松


ＴＥＬ ： 21-1131　ＦＡＸ：21-1168


e-mail ： kotu-bosai@city.kakegawa.shizuoka.jp





（１）犯罪をしにくい環境を作る（犯罪抑止、減少）


（２）地域の安全、安心の確保（達成感）


（３）継続的な活動の維持（住民参加の気運の高まり）　





（１）ネットワーク・コミュニティの形成


      地域住民、企業、学校、警察・行政等が繋がって、みんなで地域を見守ること。


（２）無理しない、無理させない


　 　　防犯活動は、それぞれが無理のない範囲で継続して活動することが重要です。





（１）警察や行政と地域住民とのパイプ役


地域住民から情報（連絡）を受けること


ホームページやメルマガによる警察や関係機関防犯情報等を地域住民に周知し、注意喚起を行うこと 


（２）地域住民の防犯意識の向上に重点を置いた活動の推進


「一人ひとりでもできる」「負担が少なくできる」防犯対策の推進


個人の活動から組織的な活動へ展開させていくことが大切


（３）住民が参加、体験できる活動メニューの提供


地域の実情に即した防犯活動の立案


地域の問題を共有し、どのような解決策があるのか話し合う


防犯パトロール、見守り活動、講話など地域にあった活動の推進　





（１）活動の拠点はリーダーがお住まいの地区が基本です。


（２）地域の防犯活動のアドバイザーとなり、地域住民に防犯意識の向上及び防犯活動の助言指導をします。


（３）スキルアップのために


防犯リーダー育成講座を受講された方々で組織する「掛川市防犯リーダーの会」への入　　会をお勧めします。（入会は任意）


毎月の定例会、防犯出前講座（地域、学校、シニアクラブなど）、市及び防犯協会が主催するイベント等への参加が主な活動です。








